
臨床研究実践報告
〜患者申出療養の⽴ち上げ〜

⽪膚科学教室 舩越建
臨床研究推進センター 菊地佳代⼦、松嶋由紀⼦

第16回 臨床研究推進啓発セミナー

開催⽇ ︓2018年2⽉1⽇（⽊）
時 間 ︓18:30 -19:30（開場18:15〜）
場 所 ︓慶應義塾⼤学医学部 東校舎 ２階 講堂
対 象 ︓医師・⻭科医師、看護師・薬剤師等のメディカルスタッフ、

事務職員などの教職員
参加費 ︓無料

慶應義塾⼤学病院臨床研究推進センターでは、安全で適正な臨床研究・治験の計画策定
ならびに実施に必要な基本知識やコア・コンピテンシーのエッセンスを⼊⾨者でも習得
していただくべく、「臨床研究推進啓発セミナー」を開講しています。

2016年4⽉から新たに導⼊された「患者申出療養」は未承認薬等を迅速に保険診療と
併⽤して使⽤したいという困難な病気と闘う患者さんの思いに応えるため、患者さん
からの申出を起点とする新たな仕組みとして創設されました。 この制度は患者さん
からの申出を起点としますが、同時に、将来的に保険適⽤につなげるためのデータ、
科学的根拠を集積する臨床試験であることを原則とします。 そのため、患者さんか
らの申出を受けた診療科の医師単独での実施は困難であり、院内外の多くの関係者の
協⼒体制のもと、⼊念な準備・調整と多くの労⼒が必須です。 本セミナーでは実際
に患者申出療養による試験を⽴ち上げ、現在も対応中である研究者及び⽀援者が、実
務上の留意点や課題について実例を交えて紹介します。

お問い合わせ先︓臨床研究推進センター 教育研修事務局
（keio-edu-tra@adst.keio.ac.jp）内線︓61930

主催 慶應義塾⼤学病院 臨床研究推進センター


